
第 477 回岩手県青少年環境浄化審議会議事録 

 

１  日 時 

令和５年１月 13 日（金）13 時 30 分～14 時 20 分 
 
２  場 所 

いわて若者カフェ（岩手県公会堂地下） 
 
３  出席者 
（１） 委員（６名） 

遠藤 隆     会長 
五十嵐 のぶ代  委員 
菊池 悦子    委員 
齊藤 謙 委員  委員 
鈴木 雅雄    委員 
藤原 猛     委員 

 
（２） 県側（３名） 
    若者女性協働推進室 

特命参事兼青少年・男女共同参画課長  鎌田 泰行 
主  査  及川 慎司 
主  査  佐々木 透 

 
４  会議の概要 
（１） 開 会 

事務局（及川主査）の司会により開会。 
（２） 審議会成立 

事務局から、６名の委員が出席したことにより、青少年のための環境浄化に関す 
る条例第 23 条第２項の規定（委員の半数以上の出席）に基づき、審議会成立を報 
告。 

（３） 議事録署名人の指名 
議事録署名人は会長のほかに、会長が藤原委員を指名。 

（４） 議事（要旨） 
【事務局】 

条例第 10 条第１項に基づく「青少年に不健全な図書類の指定」の適否につい

て、知事の諮問事項（図書類２冊）を説明。 
 

 ― 各委員審査 ― 
 

【五十嵐委員】 
全冊指定でお願いします。 
いずれも、どちらも成人コーナーに置くべき、性的刺激が強いものだと思いま



した。また、最近のご時世の影響なのか、海外の女性を扱った記事が多いように

見受けられ、人種差別につながるところもあり、気になりました。 
１冊目については、地域限定で性的行動ができるという、地域への偏見を生む

原因になると思いましたし、女性に対する凶悪犯罪を伝説風に断定したような記

事内容が気になりました。 
２冊目については、レンタル彼女を取り上げた記事で、女の子ひとりで誘われ

て、興味本位で会うこともあると思いますが、監禁や虐待など危険な行動につな

がりかねないと思っています。こういったものを青少年が真似して声をかけるき

っかけになりかねないので、青少年に見せるのはよくないと思いました。 
なお、海外スターについての信憑性の低い記事などについても、青少年には見

せたくないと思いました。 
 

【菊池委員】 
１冊目２冊目いずれも、若い人向けでない、おじさん向けの内容で、主婦など

との性描写が多く、子どもたちがそれを見ると、それが大丈夫なものと思ってし

まうのではないか、まっさらな子どもたちには見せるべきでないと思いました。 
 

【藤原委員】 
全冊指定でお願いします。 
だいたい同じ意見ですが、表紙からして青少年の目に触れさせるべきではない

と思いました。 
また、記事の信憑性についても、例えば NS・NN についての記事などは性教育

の観点からも信憑性に欠けており、青少年にはふさわしくないと思いました。 
 

【鈴木委員】 
全冊指定でお願いします。 
２冊とも同じような中身であり、見出しなどからして、おじさん世代には興味

をそそる内容だろうとは思いました。全体的に女性の裸、描写などの表現が露骨

であり、子どもたちには見せられないと思いました。 
 

【齊藤委員】 
全冊指定でお願いします。 
いずれも似たような内容でしたが、表紙、中身の写真、風俗関係の描写など性

的な表現が多く、子どもたちには見せたくないと思いました。 
 

【遠藤委員】 
全冊指定でお願いします。 
皆さんご指摘のとおりと思いますが、女性に対する差別意識ということも問題

ですし、さらに言えば、売春というものが文化的に捉えられていますが、これは

そもそも違法行為であり、そういった観点も含め全冊指定でお願いします。 
 

（５） その他 



事務局から、下記について情報提供を行った。 
・ 次回の審議会を令和５年３月 10 日（金）に開催予定であること 
・ 青少年健全育成関連事業の令和４年度実施状況 

 
【五十嵐委員】 
青少年なやみ相談室について、870 件相談があったとのことですが、悩みの内

容はどのようなものか、把握している範囲で教えてください。例えば SNS 利用の

上での悩み、不登校の原因、いじめなどの悩みがどれだけあるものかなど。 
というのは、今、学校で不登校の原因が不透明になっていて、いじめに遭って

行かなくなったというより、何かしらのきっかけがあって夜型の生活になり行か

なくなったというケースが増えているのが現状です。親御さんなども悩み相談な

どしていると思うのですが、内容がわかれば教えてください。 
 

【事務局】 
相談状況については、（窓口である青少年活動交流センターと）情報共有してい

ますが、全体のうち、特定の方が日常的に相談する事例がかなり多いと聞いてい

ます。 
今お話あったような内容の相談もあるようですが、いま手元には数字を持ち合

わせていませんでしたので、確認して、次回などにお示ししたいと思います。 
 

【鈴木委員】 
そのよく相談される方は、十代とか若い方ですか。 
 

【事務局】 
年齢層なども幅があるようです。20 代の方やそれ以上の方もいるようです。 
 

【遠藤委員】 
そういった相談をすることで、一定の歯止めになっているのかもしれませんね。 
 

【五十嵐委員】 
お話をくれる人がいないから、誰かにしたくで電話するのでしょうね。 
 

【遠藤委員】 
若い時に引きこもりになって、そのまま歳を重ねてしまう方もいるようです。 

 
【五十嵐委員】 
聞いてあげる窓口があるだけでもいいことで、誰にも話ができず犯罪に至って

しまう事件もあります。 
 
【菊池委員】 
最近は、統一教会のような、宗教などについての悩みもあるのでしょうね。 

 



【事務局】 
相談窓口は、青少年が何に悩んでいるかを知る機会でもあろうと思いますので、

相談内容の類型など、整理のうえ今後お示ししたいと思います。 
 

 
 

審議会委員署名 
 
 
   会長                       
 
 
   委員                       
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